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細胞を「生きた状態」で解析する顕微イメージング技術細胞を「生きた状態」で解析する顕微イメージング技術

生きたままで細胞内の生体分子を観察する生きたままで細胞内の生体分子を観察する

キーワード：細胞微細操作計測技術、 低侵襲・リアルタイム・長時間計測、 創薬・診断技術開発

 ●低侵襲で生体試料を高精度かつ定量的に測定するラマンイメージング技術の開発 

 ●化学的に安定で、生体に優しいプローブとなる蛍光性金属ナノクラスターの開発 

 ●細胞操作とイメージング技術を融合した高精度な細胞計測手法および解析技術を実現


